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キャリア女性の視点による
企業と商品のブランド調査

「知的好奇心が旺盛」
「働き続ける意思がある」
「お金を自己実現のために使う」

ターゲットユーザーは

「リアルキャリア」

　「Cafeglobe Brand Survey」は、その結果をブランド戦略や商品開
発、マーケティングなどに最大限に活用できるように、以下のような
特徴を持つように設計されています。

キャリア女性が、女性の視点で評価

　約5000人のキャリア女性が商品や企業に対してどのような評価を
しているのかを、ホンネで調べる調査です。単なる人気投票ではな
く商品の優位性や購入意欲などブランド力の高さを評価する本格
的なブランド力を測定する調査です。

企業と商品の両方のブランドを評価

　合計252の企業ブランドと商品ブランドを調査・評価します（調査対
象ブランド一覧は3ページを参照）。調査結果は上位ランキングとし
て発表するほか、貴ブランドの252のブランドの中での相対的な位
置づけをウオッチすることが可能です。また、競合ブランドと比較分
析することでより明確なアクションプランに結びつけることが可能で
す。

ブランドイメージを評価

　高感度なキャリア女性がどのようなブランドイメージを持っているの
かを知ることが可能です。また競合ブランドと比較することで貴ブラ
ンドの位置づけを分析することが可能です。

年2回の定期調査

　この調査は毎年２回（冬と夏）の定期調査として実施します。その
結果を定点観測として活用すれば、ブランド評価の経年変化を調
べたり、経営指標（PKI)とすることもできます。これをブランド戦略や
商品戦略、経営戦略上におけるPDCA（Pｌan-Do-Check-Action）の
Checkとして採用することで、それらの戦略を成功に導きます。また
広告の効果測定として活用することも可能です。

　キャリア女性によるブランド調査「Cafeglobe Brand Survey」は、企業や商品ブランドを女性たちの目線で評価するまったく
新しいブランド調査です。20歳代～30歳代を中心としたキャリア志向の強い高感度女性ユーザーは、消費者市場を攻略す
る上で最も重要なステークホルダーであると言われています。そのキャリア女性30万人を擁する日本最大規模のWebサイト、
Cafeglobe.comと日本ブランド戦略研究所のコラボレーションによって、2004年12月より毎年2回の定点観測調査として誕生
しました。

調査の特徴とメリット

調査概要

調査対象者： Cafeglobeユーザー、および一般の
20代および30代のキャリア女性

調査期間： 2004年11月24日～12月20日

調査回収数： 5,381人
1ブランドあたり約200人が評価

調査手法：　 インターネット調査

対象ブランド： キャリア女性に関係の深い252の国内
有力企業および商品ブランド

納品物： 総合報告書＋個別報告書＋結果CD

納品日： 2005年2月

結果報告： 2005年2月に各種メディアにて発表
結果報告セミナーも実施（2/17）
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「キャリア女性によるブランド調査」
2004年12月実施。回収数5381人
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CG Brand Survey なぜ、キャリア女性か？

　20歳代から30歳代のキャリア志向のある女性は、いつの時代でも消費市場の中心的な存在であると言われています。実際に
彼女たちから発信されたヒット商品は数多く、逆に彼女たちに支持されなければヒットしないというのが現実です。彼女たちが日
本の消費市場に活気をもたらし、そして勤務先（企業）に活気を与えるのです。それゆえに企業や商品が彼女たちにどのように
評価されているのかを正確に把握することは、ブランド戦略およびマーケティング戦略の上で欠かせません。

　「Cafeglobe Brand Survey 2005」（キャリア女性によるブランド調査）は、このキャリア女性たちが企業や商品などのブランドをど
のように評価しているかを調査・測定する本格的なブランド戦略プログラムです。

キャリア女性の特徴と、エネルギー

キャリア女性が日本を牽引する

　キャリア女性が常に消費市場の中心に位置付けられ、ドラマの主
人公を演じつづける理由には、彼女たちが持つ以下の３つの特性と
エネルギーがあります。

①知的好奇心が旺盛で情報発信力がある

オフィスあるいは私生活で常に主人公を演じつづける彼女たち
の最大の魅力はそのバイタリティです。何事にも好奇心をもち、
古い慣習に縛られることなく、常に新鮮な気持ちで新しいもの
に挑戦します。そしてその体験をメディアや口コミで積極的に
発信。彼女たちの周辺には常に新しい情報と商品が取り巻き、
そこから新しいビジネスチャンスが広がっているのです。

②生活や時間的に裕福で、それらを自己実現のために使う

たとえ子供ができても仕事をし続ける意欲が強い彼女たち。現
状には満足せず、キャリアアップなどの自分磨きにも真剣で、
自己実現のためには時間もお金も惜しみません。また、家庭に
束縛されることもなく、可処分所得や自由な時間も多い。その
ため高い商品の購買意欲につながっているのです。

③激変する生活環境が市場の牽引者に

今後、結婚、転職、出産など多くの“イベント”を迎え、彼女たち
の生活環境は数年間から十数年間で大きく激変します。彼女
たちが消費市場にエネルギーを注入し、市場は活性化するの
です。

このような理由から、彼女たちから高く評価されるブランドであること
が、企業の将来性を占う上でとても重要なのです。「市場旋風」をも
たらす彼女たちがどのように考え、どのように評価しているかを知るこ
とが、ブランド戦略には不可欠といえます。

出産後の仕事と育児への取り組みに対する考え方

自分の目で商品を選ぶ、最も自分に正直な消費者。
金銭的にも裕福。新しいものが大好き。自分らしさ構
築のための消費意欲が高く、かつ知的好奇心旺盛。
参加意欲や情報発信力に富む。自分らしいスタイル
軸が大事。家庭や会社には縛られない。子供が出来
ても仕事は続けたい。常にステップアップを目指した
い。いつまでも若く。心も生活も豊かであり続けたい。
今は大事。でも将来も大切。

キャリア女性の自画像

キャリア女性が欲しいと思っている情報
　左の表は、「キャリア女性によるブランド調査」の結
果から、キャリア女性が欲しいと思っている情報の種
類を人気順に並べたものです。

　最も人気が高いのは「旅行」、続いて「ショッピング」
「衣服・ファッション」となっており、活動的でおしゃれ
に関心が高く、消費意欲の高い層であることが伺えま
す。「グルメ」「料理」などの食に関するテーマも半数
前後の人が欲しいと思っています。

　そして「インターネット」や「パソコン」については3割
の人が欲しいと答えています。

「就職・転職」「投資・金融」「経済」も2～3割近い人
が欲しいと答え、　キャリア女性がいかに幅広い情報
を必要としているかが伺える結果となりました。
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「キャリア女性によるブランド調査」
2004年12月実施。回収数5381人

順位 情報ジャンル % 順位 %

1 旅行 55.7 11 パソコン 30.0
2 ショッピング 55.6 12 住まい 29.1
3 衣服・ファッション 55.3 13 就職・転職 26.4
4 グルメ 53.9 14 投資・金融 24.0
5 料理 53.2 15 経済 21.3
6 美容 53.1 16 スポーツ・アウトドア 21.1
7 音楽 43.4 17 時計 17.7
8 健康・医療 40.2 18 環境・地域社会 16.4
9 インターネット 35.3 19 車 16.2
10 トレンドスポット 31.2 20 子育て・教育 15.5

「キャリア女性によるブランド調査」2004年12月実施。回収数5381人
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CG Brand Survey 調査方法と、アウトプット

　
■調査方法

　この調査はキャリア女性に企業や商品（１人につき12のブランド）
名を明示し、それぞれについて右の5つの視点で評価をしてもらい
ます。ブランドの組み合わせを変えて作成した21種類（ブランドの
並びを昇順・降順に並べ替えているので実際には42種類）の調査
の中からランダムに表示された調査票に回答してもらう仕組みです
（調査対象ブランドについては下の一覧表を参照ください）。

　これらの結果からブランド評価の測定結果を分析した報告書を作
成・発行します。その内容は以下の通りです。

ブランド評価における５つの項目

認知度

好感度

優位性

購入意欲

キ
ャ
リ
ア
女
性
ブ
ラ
ン
ド
指
数

内容まで良く知っている
か、名前だけでも知っ
ているか

好感度を「とても好き」
などの５段階で評価

他の商品やサービスよ
り優れていると思うかを
５段階で評価

購入意欲があるか否か
を５段階で評価

愛着 商品を使い続けるか、
将来への愛着度を測定

■豊富なアウトプット

　　　この調査では以下の分析を行い、商品開発やマーケティング、
経営戦略などに活用できるような様々なアウトプットをご用意して
います。

１）ブランドランキング
右上に示した5つの項目別に各ブランドを評価した結果から、「キャ
リア女性ブランド指数」を算出します。また認知度、好感度、優位
性、購入意欲、愛着の各指数別にランキングを作成します。また、
お申込み企業には全てのランキングデータを報告書および電子
データにてご提供します。これらから貴ブランドがどのような評価
を得ているのか、相対的な位置づけを知ることができます。

２）ブランドイメージ分析
右に示した15のイメージ項目より、貴ブランドがキャリア女性から
どのようなイメージをもたれているのかを分析することが可能です。
またキャリア女性にとって評価の高いブランドはそれぞれどのよう
なイメージをもたれているのかを分析します。

３）個別ブランド分析・競合比較
貴ブランドがキャリア女性からどのような評価を得ているのかを徹
底的に分析します。各指標や項目別の分析はもちろん、どのよう
な属性（年齢、地域、未既婚、子有無、職業、キャリア志向、おこづかい
の金額）の方から評価されているか、またはどのようなライフスタイ
ル（右に示した項目）の方から評価されているのか．．．。同じ商
品分野の競合との比較などをもとに、そのブランドの強みと弱みを
分析します。

役に立つ

親しみがある
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伝統的

安心できる

環境にやさしい

体にいい

センスが良い

新しい

上質な

独自性がある

創造的な

シンプルな

自分に合う

元気になる

Audi, いす 自ゞ動車, SUZUKI, SUBARU, ダイハツ工業, トヨタ自動車, 日産自動車, BMW, Volkswagen, Peugeot, HONDA, MAZDA, 三菱自動車, メルセデス・ベンツ, RENAULT, 
ROVER, Fit, PRIUS, MARCH, mira, Vitz, cube, Golf, DEMIO, PASSO, Panasonic, HITACHI, hp　, FUJIFILM, アップルコンピュータ, 富士ゼロックス, ＮＥＣ, 富士通, OLYMPUS, 三菱
電機, canon, RICOH, SUMSUNG, 三洋電機, SHARP, EPSON, SONY, ＴＤＫ, DELL, 東芝, National, Nikon, 日本ＩＢＭ, 日本ビクター, パイオニア, WEGA, μ, LUMIX, iPod, iMac, 
AQUOS, IXY DIGITAL, Wooo, EXILIM, colorio, COOLPIX, Cyber-shot, ThinkPad, VAIO, VIERA, FinePix, au, NTTドコモ, ＫＤＤＩ, 日本テレコム, vodafone, KOKUYO, サンリオ, SEGA,
TAiTO, namco, Hallmark, MIDORI, YAMAHA, ＩＮＡＸ, ＴＯＴＯ, TOSTEM, 松下電工, アツギ, オンワード樫山, グンゼ, トリンプ, 福助, ワールド, ワコール, adidas, UNTITLED, ｗｉｎｇ, 
theory, NIKE, NATURAL BEAUTY, Burberry, BOSCH, 無印良品, UNIQLO, リーバイス, KAGOME, キユーピー, キリンビール, キリンビバレッジ, コカコーラ, サッポロ, サントリー, ニ
チレイ, ネスレ, 明治製菓, 明治乳業, メルシャン, 森永製菓, 森永乳業, 雪印, mizkan, アサヒ飲料, アサヒビール, AJINOMOTO, 伊藤園, NATUREAL, Nature Made, ポポンS,
macadhia, アミノコラーゲン, サプリヴィータ, システィナC, su.no.mo, チョコラBB, カネボウ化粧品, コーセー, 資生堂, DHC, ファンケル, IPSA, SK-II, clé de peau , ピエヌ, 
MAYBELLINE, エスティーローダー, CLINIQUE, GUERLAIN, SOFINA, MAXFACTOR, LANCOME, 花王, ジョンソンアンドジョンソン, 日本リーバ, P&G, ユニ・チャーム, LION, WELLA, 
アジエンス, VIDAL SASSOON, ソフィ, Dove, Lux, ＣＡＳＩＯ, CITIZEN, SEIKO, LUKIA, G-Shock・Ｂａｂｙ－Ｇ, Swatch, TAG Heuer, Folli Follie, BVLGARI, MIKIMOTO, 4℃, GUCCI, 
CHANEL, Tiffany & Co., LOUIS VUITTON, LOEWE, ヴァージンアトランティック航空, H.I.S., オリエンタルランド, キャセイパシフィック航空, Club Med, ＪＴＢ, シンガポール航空, スカ
イマークエアラインズ, ANA全日空, JAL日本航空, ノースウエスト航空, ブリティッシュ・エアウェイズ, ユニバーサル・スタジオ・ジャパン, 帝国ホテル, 日航ホテル, ホテルニューオー
タニ, ハイアット, ヒルトンホテル, プリンスホテル, ホテルオークラ, マリオット, シェラトンホテル, 全日空ホテル, IMAGE, Ｏｉｓｉｘ, カタログハウス, セシール, 千趣会, 大丸, FELISSIMO, 
丸ビル, 三越, 六本木ヒルズ, スターバックスコーヒー, ドトールコーヒー, プロント, 出光興産, コスモ石油, 昭和シェル石油, 新日本石油, ジャパンネット銀行, 新生銀行, ソニー銀行, 
東京三菱銀行, みずほ銀行, 三井住友銀行, ＵＦＪ銀行, りそな銀行, イー・トレード証券, カブドットコム証券, 大和証券, 日興コーディアル証券, 日興ビーンズ証券, 野村證券, 松井
証券, マネックス証券, リテラ・クレア証券, アメリカン・エキスプレス, マスターカード, 三井住友VISAカード, JCBカード, JCB LINDA, ＮＩＣＯＳカード, アメリカンファミリー生命, アリコ
ジャパン, オリックス生命, ソニー生命, 損保ジャパンDIY生命, 第一生命, 日本生命, プルデンシャル生命, 明治安田生命, ソニー損保, 損保ジャパン, 東京海上日動, 三井住友海上
火災保険, Vantan , ヒューマンアカデミー　（キャリア女性に馴染みのある名称としたため、正式ブランド名ではない場合があります）

ブランドイメージ

■調査対象ブランド一覧　
（第2回調査で測定を希望される場合はお問い合わせください）

【欲しい情報】

ショッピング
衣服・ファッション

美容

時計

グルメ

料理

健康・医療　　　　　等

【購入雑誌】

キャリアファッション
20代ファッション

ライフスタイル情報

30代ファッション

ストリートファッション

モードファッション

生活情報

【購買行動】

自分のフィーリングに
あったものを買う

価格にはとらわれず良
いものを買う　　　等

ライフスタイル分析軸
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CG Brand Survey
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平均サンプル数
スコア平均 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9

1 Aブランド - 525 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9

2 Bブランド - 532 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
3 Cブランド - 532 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
4 Dブランド - 558 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
5 Eブランド - 566 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
6 Fブランド - 589 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
7 Gブランド - 589 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
8 Hブランド - 614 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
9 Iブランド - 543 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9
1 0 Jブランド - 578 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9 88.9

≪ブランドＡ≫ 競合１ 競合２

スコア 順位
(252社中)

スコア スコア

キャリア女性ブランド指数 Scr 64.5 45 50.0 48.6
認知 Scr 65.1 38 50.0 48.1
好感 Scr 4.8 54 4.8 4.9
優位 Scr 0.7 26 0.7 1.4
購入意欲 Scr 67.3 32 50.0 48.2
推薦意欲 Scr 64.1 44 50.0 48.6
B　接触
テレビやラジオの番組 ％ 16.5 23 6.6 5.7
テレビやラジオのCM ％ 35.5 91 16.2 15.3
新聞や雑誌の記事 ％ 17.7 102 9.6 8.2
新聞や雑誌の広告 ％ 25.9 87 10.4 9.3
ブランドのホームページ ％ 10.4 23 5.2 4.3
ニュースサイトや掲示板サイト ％ 4.8 64 2.3 1.9
カタログ ％ 0.7 27 0.6 0.7
商品やサービス ％ 12.2 21 5.6 4.9
イベントや展示会 ％ 2.3 59 1.7 1.4
友人や知人、同僚など ％ 3.8 34 2.1 1.6
E　イメージ
役に立つ ％ 5.6 94 5.5 4.4
親しみがある ％ 19.0 23 8.2 8.1
信頼できる ％ 10.2 61 4.9 4.6
伝統的 ％ 3.9 97 1.5 1.2
安心できる ％ 1.8 14 1.3 1.1
環境にやさしい ％ 10.2 61 4.9 4.6
体にいい ％ 2.0 72 1.3 1.5
センスが良い ％ 5.6 94 5.5 4.4
新しい ％ 10.2 61 4.9 4.6
上質な ％ 3.9 97 1.5 1.2
独自性がある ％ 1.8 14 1.3 1.1
創造的な ％ 10.2 61 4.9 4.6
シンプルな ％ 3.9 97 1.5 1.2
自分に合う ％ 1.8 14 1.3 1.1
元気になる ％ 10.2 61 4.9 4.6

貴ブランド

測定料金とお申し込み方法

お申し込み、お問い合わせは下記まで　（いずれにご連絡いただいても結構です）

■価格

株式会社カフェグローブ・ドット・コム
102-0083　東京都千代田区麹町2-12　
電 話　03-3556-2851　　FAX　03-3556-2855　

ＵＲＬ　　http://www.cafeglobe.com/　　　
メール　brand-r@cafeglobe.com

n　総合報告書　　(約100ページ）
　　　第1部　Cafeglobe Brand Surveyとは
　　　　　　　　調査概要、調査手法など

　　　第2部　キャリア女性ブランド指数ランキング
　　　　　　　　算出結果、結果分析、ランキング

　　　第3部　スコア別ランキング

　　　　　　　　認知度、好感度、優位度、購入意欲、

　　　　　　　　愛着度

　　　第4部　属性別ランキング

　　　　　　　　年齢、地域、未既婚、子有無、

　　　　　　　　職業、キャリア志向、おこづかい

　　　第5部　ライフスタイル別分析

　　　　　　　　日頃必要とする情報、購入雑誌、

　　　　　　　　購買行動

　　　第6部　単純集計結果

n　個別報告書　　（約20ページ）
　　　　個別ブランドの結果分析

　　　　競合ブランドとの比較　（2つまで指定可能）

　　　　属性・ライフスタイル別分析

■　データCD-ROM
　　　　総合報告書、個別報告書の内容と、各ブランド
　　　　に対する回答者の自由意見などを収録
　　※内容は一部変更になる場合があります。ご了承ください

■　納品物とその内容■　納品物とその内容

株式会社日本ブランド戦略研究所
107-0062　東京都港区南青山 2-22-18
電 話　03-5412-8671　　　ＦＡＸ03-3408-0654　

ＵＲＬ　　http://japanbrand.jp/　　　
メール　mail@japanbrand.jp

スケジュール　（予定）

　　2005年

2月2日　 結果発表

2月17日　 結果報告セミナー開催

3月 第2回調査実施概要発表

4月下旬 調査対象ブランド決定

5月 調査実施

7月下旬 結果発表、報告書発送

8月上旬 結果報告セミナー開催

■　個別ブランド結果分析の一例（個別報告書）■　個別ブランド結果分析の一例（個別報告書）

SampleSample

■キャリア女性ブランド指数　ランキングの一例（総合報告書）■キャリア女性ブランド指数　ランキングの一例（総合報告書）

認知度

好感度

優位性購入意欲

愛着

結果データCD

Cafeglobe Brand 
Survey 2005

１社45万円（税別）
お申込みの条件と方法　

お申込みの際は、電話または電子メール、FAXなどで下記のいずれかの企業
までお問い合わせください。折り返し申し込み用紙をお送りいたしますので、
測定を希望する自社または競合のブランド名をご記入の上、FAXにてご返送
ください。（3ページのブランドリストよりお選びください。企業または商品のい
ずれのブランドでも結構です。ただし合計３つまで。３つを超える場合は１ブラ
ンドあたり10万円を追加で頂戴いたします。）2月以降に総合報告書、個別報
告書、結果データCDを１セットお送りいたします。追加の報告書セットが必要
な場合は実費（１セット5万円）にて承ります。

結果報告セミナー（2月17日）にはお申込み社は１社当たり３名まで無料ご招
待いたします。また貴社での出張報告会（個別プレゼンテーション）をご希望
の場合は１回あたり10万円にて承ります（出張交通費を除く）。


